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論文内容の要旨
本論文は、赤外線無線データ通信および低ビットレート音声符号化用の VLSI 化設計について、特に低消費電力化設
計に焦点を当て考察を行った結果をまとめたものであり、 5 章より構成されている。
第 1 章では、低消費電力 VLSI 化設計について述べ、本研究の背景と目的を明らかにするとともに研究内容と成果に
ついて概説している。
第 2 章では、赤外線通信および音声符号化の概要について述べている。まず、赤外線通信に関して、通信方式によ
る分類や赤外線通信標準規格 IrDA について述べ、低消費電力化アーキテクチャの基本概念についてまとめている。次
に、音声符号化に関して、低ビットレート向き国際標準 G.723.1 に準撫した VLSI 化設計について、特に符号化/復号
化アルゴリズムに焦点を当て、その概要を述べている。
第 3 章では、赤外線無線データ通信の低消費電力 VLSI 化設計について考察している。まず、 1 ビットディジタル復
調回路を用いた赤外線受信機のアーキテクチャを考案し、ついで、半二重通信に着目した通信コントローラの低消費
電力化技法について記述している。
第 4 章では、低ピットレート音声符号化の国際標準である G.723.1 を実行する DSP について考察し、特に低消費電
力化を実現するためのアーキテクチャについて記述している。具体的には、G.723.1符号化処理の定量的な解析を行い、
処理の大半を占める積和演算を効率よく実現するアーキテクチャを考案し、これが低消費電力化に寄与することを示
している。
第 5 章では、本研究で得られた成果を要約し、今後に残された課題について述べている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、赤外線無線データ通信および低ビットレート音声符号化用の VLSI 化設計について、特に低消費電力化設
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計に焦点、を当て考察を行った結果をまとめたものであり、以下の主要な結果を得ている。
(1) 低消費電力かつ高速な赤外線通信システムを実現するための方策を模索し、特に、赤外線受信機および通信コン
トローラに注目し、消費電力をアーキテクチャレベルで削減する手法について考察している。
赤外線受信機に関しては、受光素子・増幅器・ 1 個のコンパレータで構成する低消費電力 1 ピットディジタル復
調型受信機のアーキテクチャを提案し、その実装を行っている。信号強度変化によって生ずる赤外線受信機のパル
ス幅変動を解析し、その変動を許容する 4PPM ディジタル復調アルゴリズムを構築することにより広いダイナミツ
クレンジを実現している。実装の結果、従来の最尤判定型アーキテクチャと比較して消費電力の観点から有利であ
ることを述べている。
赤外線通信コントローラに関しては、まず、通信コントローラのアーキテクチャを述べ、次に、 PLL の最適化お
よび半二重通信に着目した回路制御による低消費電力化を提案し、最後にシミュレーションにより有効性を明らか
にしている。消費電力シミュレーションの結果、送信時の消費電力を受信時の消費電力の約半分にまで削減してい
ることを明らかにしている。
(2) 低ビットレート音声符号化標準 G.723.1準拠の携帯情報端末を実現することを目的とし、 G.723.1向け DSP の低
消費電力アーキテクチャを考案し、その VLSI 化を行っている。
従来 G.723.1は特に符号化処理過程において演算量が多いため、実時間処理を実現するには高性能高クロック周
波数な DSP が要求されていた。これに村し、本研究で G.723.1の符号化処理解析および演算量測定に基づいて設計
された本 DSP は、 2 並列の積和演算器を用いて処理能力を高めることにより、動作周波数を10MHz 程度に抑えて
いる。 0.35μmCMOS ライブラリを用いて VLSI 化設計を行った結果、 3V 動作で44.9 mW の低電力化を達成して
いる。
以上のように、本論文は赤外線通信および低ピットレート音声符号化の低消費電力化設計に対して多くの有用な研
究成果をあげており、携帯情報端末の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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